
政策評価書（要旨） （事後の事業評価）

事 業 名 個人携帯地対空誘導弾のフォローアップ 担当部局 経理装備局システム装備課
政策体系 Ｉ－４－（２）－② 開発 実施時期 平成１９年１月～１９年３月

事業の内容 事前評価時（概算要求時）
９１式携帯地対空誘導弾のフォローアップとして、ライフサ １４ １５ １６ １７ １８ 完了年度

イクルコストを抑制しつつ、昼夜間を問わず低高度で攻撃を行 17年度
う航空機等を撃破するために使用する近距離用の個人携帯地対 試 作 研究経費
空誘導弾（改）を開発した。 技術試験 実用試験 約27億円

実施結果
１４ １５ １６ １７ １８ 完了年度

18年度
試 作 研究経費

技術試験 実用試験 約26億円
＊目標の捕捉・追随に係る小型実装化技術の確立のための変更である。

評価の内容
事業の目的 達成状況

９１式携帯地対空誘導弾は、今後増大すると見積もられる夜 ① 達成効果
間や低高度からの航空機等による攻撃への対処能力（夜間交戦 以下の技術項目の達成により、将来の経空脅威（航空機等
性や低空要撃性） が限定されている。このため、今回のフォロ による攻撃）である夜間や低高度から攻撃する航空機等を近
ーアップを行い、ライフサイクルコストの低減を図るとともに、 距離において撃破することが可能となった。
昼夜兼用照準具及び赤外線画像誘導方式の採用による目標の発 ア 夜間交戦性
見・捕捉能力向上に伴う夜間交戦能力の改善、信号処理能力の イ 低高度目標対処能力
向上による低高度目標対処能力の改善及び煙の少ない推進薬へ ウ 秘匿性
の変更による秘匿性の改善を図った個人携帯地対空誘導弾（改） を図った。
を開発し、夜間や低高度から攻撃してくる航空機等を撃破する また、併せてライフサイクルコストの低減を図った。
能力を高めることを目的とする。

② 達成時期 ③ 教訓等事項
平成14年度から試作を開始し、平成18年度に開発を完了した。 開発の成果のうち、個人携帯型の地対空誘導弾としては、
なお、当初計画は、平成17年度終了予定であったが、目標の 世界で初の赤外線画像誘導方式を採用したシーカの開発とな

捕捉・追随に係る小型実装化技術の確立のため１年間延長し った。また、昼夜兼用照準具を採用することにより、夜間や
た。 低高度からの航空機等による攻撃への対処能力を向上させる

ことができた。さらに、開発の過程において、小型実装化技
術の確立に関する成果（システムの使用環境を考慮した民生
部品の活用）が得られ、将来装備品の開発に活用可能なもの
となった。

今後の対応 その他の参考情報
今後、陸上自衛隊の普通科連隊等への整備を進める予定であ

る。


